
　
今
を
去
る
こ
と
78
年
前
の
昭
和
23

年
３
月
、
佐
原
囃
子
の
伝
承
に
お
け

る
金
字
塔
と
も
い
え
る
『
佐
原
囃
子

集
成
』
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
は
口
伝
に
よ
る
伝
承
方

法
で
し
た
が
、
新
た
に
数
字
を
用
い

た
楽
譜
を
作
成
し
た
の
で
す
。
数
字

符
は
、
邦
楽
に
精
通
し
て
い
た
菅
井

誠
太
郎
さ
ん
が
考
案
し
た
も
の
で
、

横
笛
の
吹
き
口
に
近
い
方
か
ら
１
、

２
、
３
と
ふ
さ
ぐ
指
孔
を
表
し
、
数

字
一
つ
で
二
分
音
符
ま
た
は
四
分
音

符
を
、
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
の
数
に

よ
っ
て
八
分
音
符
、
十
六
分
音
符
と

し
て
音
の
長
さ
を
示
し
て
い
ま
す
。

採
譜
に
あ
た
っ
た
岡
野
全
一
郎
さ
ん

は
、
昭
和
21
年
か
ら
昭
和
22
年
の

1
年
間
で
各
地
の
下
座
連
を
訪
ね
、

50
曲
以
上
を
ノ
ー
ト
に
記
録
し
て
い

ま
す
。

　
編
集
に
あ
た
っ
た
小
川
智
道
さ
ん

は
、
そ
の
「
は
し
が
き
」
に
「
口
伝

の
常
と
し
て
多
大
の
日
時
を
費
や
す

こ
と
も
大
き
な
欠
点
で
あ
っ
た
。
更

に
普
及
の
点
か
ら
考
え
て
は
も
っ
と

大
き
な
難
点
に
な
っ
て
来
る
。
坐ざ

臥が

の
間
に
し
て
最
奥
の
秘
曲
ま
で
独
習

で
き
る
と
し
た
ら
愛
好
者
に
と
っ
て

ど
ん
な
に
か
便
利
な
こ
と
で
あ
ろ

う
。
そ
の
意
味
か
ら
し
て
も
こ
の
編へ

ん

輯し
ゅ
うに
は
是ぜ

非ひ

と
も
心
血
を
傾
注
し
て

も
完
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
た
。」
と
刊
行
に
至
っ
た
思
い

を
つ
づ
っ
て
い
ま
す
。

　
『
佐
原
囃
子
集
成
』
は
、
岡
野
さ

ん
が
所
属
し
て
い
た
佐
原
囃
子
連
中

に
よ
っ
て
改
訂
を
重
ね
、
昭
和
39
年

に
『
限
定
版
佐
原
囃
子
』
が
、
平
成

10
年
に
は
解
説
編
を
加
え
た
『
佐
原

囃
子
集
成
第
三
版（
楽
譜
編
・
別
冊

解
説
編
）』
が
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
佐
原
囃
子
に
は
牧
野
・
玉
造
・
神

里
と
大
き
く
三
つ
の
系
統
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
改
訂
は
、
牧
野
系

に
属
す
る
佐
原
囃
子
連
中
の
流
儀
に

基
づ
い
た
も
の
で
し
た
が
、
平
成
14

年
に
は
神
里
系
に
属
す
る
内
野
下
座

連
、
平
成
29
年
に
は
玉
造
系
に
属

す
る
大
戸
下
座
連
の
楽
譜
が
、
ま

た
、
令
和
6
年
に
は
初
版
の
復
刻

版
が
有
志
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
昨
年
『
佐
原
囃

子
集
成
第
四
版
』
が
刊
行
さ
れ
ま

し
た
。
戦
後
、
自
転
車
で
各
地
を

回
っ
た
一
人
の
青
年
の
熱
い
思
い

は
、
佐
原
囃
子
を
志
す
人
々
の
心

に
燎り

ょ
う
げ
ん原
の
火
と
な
っ
て
広
が
っ
て
い

ま
す
。
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▲昭和23年発行の『佐原囃子集成』

▲水郷佐原山車会館で『佐原囃子集成』を紹介するコーナー

婚
姻
届
を
提
出
し
ま
し
た
！

香
取
市
の
印
象
や
好
き
な
と
こ
ろ
は
？

　

伝
統
的
な
文
化
や
歴
史
、
豊
か
な
自

然
や
農
産
物
が
魅
力
的
で
す
。
人
と
人

が
世
代
を
超
え
て
つ
な
い
で
き
た
香
取
市

の
宝
は
、
日
本
だ
け
で
な
く
世

界
に
届
く
魅
力
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

現
在
の
仕
事
と
今
後
の
目
標
は
？

　
週
に
3
日
は
佐
原
町
並
み
交

流
館
で
の
勤
務
、
2
日
は
駄
菓

子
屋
を
は
じ
め
と
し
た
「
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

M
e
m
e
」
の

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
希
望
溢

れ
る
香
取
市
の
未
来
を
つ
く
っ

て
い
く
た
め
に
、
退
任
時
の
3

年
後
に
市
内
初
の
フ
ッ
ト
サ
ル

場
の
開
設
、
7
年
後
に
新
し
い

学
校
の
設
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
!

　

も
は
や
週
7
日
、
文
字
通
り
フ
ル
コ

ミ
ッ
ト
で
香
取
市
の
た
め
に
全
身
全
霊
頑

張
り
ま
す
！　

ぜ
ひ
佐
原
町
並
み
交
流

館
、
そ
し
て
駄
菓
子
屋
み
ぃ
む
で
お
会
い

し
ま
し
ょ
う
。
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香取市の魅力を再発見！　香取市×慶應義塾大学SFC研究所

巡回展開催＆スローシティワークショップがスタート！

香取市の魅力再発見！

香取市の魅力再発見！

香取市スローシティプロジェクト 

香取市の魅力再発見！
「

vol.5

　佐原の大祭秋祭りに合わせて、巡回展を実施しました。多く
の人に足を運んでいただき、私たちの活動や「スローシティ」の
理念を知っていただくきっかけとなりました。展示では「この地
域に根付いてきたスローな暮らしや価値観」を来場者の皆さんと
共有できるコーナーを設け、暮らしや地域への思いを自由に書
き込んでいただきました。一つ一つの言葉から、佐原で大切に

されてきた価値観や、地域への深い愛情が
感じられ、私たちにとっても学びの多い時
間となりました！
　そして11月には、第1回ワークショップ
を開催しました。「スローシティとは何だろ
う？」というところから、香取市とのつな
がりについて参加者の皆さんと一緒に考え
る内容で、学生だけでは気付けない視点や
意見をたくさんいただきました。直接議論

を交わす中で、これからの活動がもっと楽しみになり、私たち
自身も大きな刺激を受けました。
　これからも市内各地で展示やワー
クショップを行ってまいります。ス
ローシティの取り組みが、地域の魅
力を見つめ直す機会となるよう、引
き続き活動を続けていきます！

▼詳細はコチラ

▲�ワークショップの様子

▲��巡回展の様子
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